
 
 
 
 

人文社会科学部後援会事業実施報告  
 
 

申請者氏名：鈴木栄幸（現代社会学科 メディア文化メジャー 教授）   
申請 No：1-19   
事業区分：学生の教育研究活動支援   
参加者：9 名（3 年生 4 名、4 年生 5 名）   
内容：鈴木ゼミ合宿（2024 年 9 月 9 日（水）～9 月 10 日（木）、常陸太田市下宮河内町）  

専門分野・研究に関する学びの深化と、学年を超えたゼミ生相互の親睦を深めることを主テー

マ とし、ゼミ合宿を実施した。合宿の主な活動は下記のとおり。   
 

◎卒業研究の進捗報告：   
4  年生は、卒業研究の進捗状況を口頭発表形式により報告した。発表後の質疑応答・議論を通  

じ、中間発表会までに解決すべき課題や、卒業論文執筆上の留意点を確認した。 
◎ワークショップ１：   

テーマは、コミュニケーション支援の考え方とデザイン。コミュニケーションの促進を目的と

したカードゲームを題材として、実際にプレイしながら、このゲームのデザインがどのような点

が対話を促進し、対話することの楽しみを高めているかについてディスカッションした。実際の

カードゲームに触れながら考えることは従来のゼミの時間内では困難だが、時間を気にせず十分

に議論することができた。 

◎ワークショップ２： 
身体技能の学習、遊びをとおした学習。今回は題材として大道芸（ジャグリング）を選んだ。

体育館をレンタルし、大道芸サークルに所属する学生の指導のもと、実際にジャグリングに挑戦

した。言葉による説明の理解、観察による理解、実際に動いた結果による理解、動きの修正とい

ったことが、どのように統合されて自分の身体が「大道芸の身体」になっていくのかを省察し

た。「棒が空中に浮くこと」がそのまま「大道芸」ではないことに気づくなど、多くの気づきが

得られた。 
その他、ＢＢＱや石窯でのピザ焼き体験など、豊かな自然環境の中で、ゼミメンバー全員が楽

しみな がら親睦を深めることもできた。   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ワークショップ１ ワークショップ２ 
 


